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公立大学（１３名） 
石川県立大学  １ 
石川県立看護大学１ 
公立小松大学  ３ 

 福井県立大学  ４ 
長野大学    １ 
都留文科大学  １ 
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 3月15日（金）に卒業生と語る会が行われました。 

 大学進学、専門学校、就職の3部門にクラスを分け、先輩方と交流したり、「学生時

代にやっていたことは？」など、“今”に活かそうとする姿勢が目立ちました。特に印象

的だったのが「進路先の決め方」です。この卒業生と語る会の対象生徒は2年生。進路

も定めていかなければいけない段階ではありますが、震災の影響もあり、じっくりと考

える機会が失われていたような気もします。この悩みに対し、先輩方は「とにかく自分

で動いて調べること」と解答をしており、質問をしていた生徒も納得の表情を浮かべて

いました。 

 震災等の影響により本来12月に行われる予定だった卒業生と語る会。今年は実行が

難しいのでは？と不安な声もありましたが、ZOOMなどのオンライン機器も有効活用

し、開催することができました。 

 2年生の進路実現まで1年を切りました。“通常”とは言えない授業環境ですが、その

中で自分の進路実現をするには、一層の覚悟と姿勢が必要です。卒業生と語る会に参加

してくれた先輩方、ありがとうございました！ 
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卒業生と語る会 

令和５年度卒業生 大学等合格状況 

 震災の影響により本校体育館が使用できず、3月１日の卒業式はラポルトすずにて盛大に行われ、８９名の生徒が飯田高

校を巣立ちました。 

今年度は１１年ぶりに金沢大学医学類合格者が出たほか、新潟大学、富山大学等の国立大は８名、公立大は１３名

合格し、国公立大学合格者は計２１名となりました。 

私立大学も関西・関東の有名校に多数合格し、短期大学や専門学校への進学も決めました。また、就職についても

公務員・民間等合格・内定をいただきました。結果は下記の通りです。 生徒・職員一丸となった努力が結実しました。 国立大学（８名） 
金沢大学  ６ 

 富山大学  １ 
 新潟大学  １ 
 

福知山公立大学 １ 
新見公立大学  １ 

私立大学（６７名） 
法政大学   １ 
東京電機大学 １ 
日本大学   ２ 
日本体育大学 １ 
中京大学   １ 
名城大学   １ 
立命館大学  ２ 
関西大学   １ 
近畿大学   ２ 
 

 
龍谷大学   １ 
京都女子大学 １ 
金沢学院大学 ９ 
金沢星稜大学 12 

 金沢工業大学 3 
北陸大学   4 

 金城大学   6 
 北陸学院大学 ４ 
        など 

短期大学（４名） 

金沢星稜大学女子短期大学部 １ 

金城大学短期大学部  ２ 
 愛知学泉短期大学   １ 

 

専門学校（２４名） 
  石川県立総合看護専門学校  ２ 
金沢看護専門学校           １ 

 石川県歯科医師会立歯科医療専門学校１              
 国際医療福祉専門学校七尾校 １ 
 石川県立保育専門学園    ２ 
 石川県立七尾産業技術専門学校 ２ 

       など 

公務員（８名） 
 税務職員    ２ 
 石川県職員   １ 
愛知県警察   １ 

 奥能登広域圏消防1 
珠洲市役所   ２ 

 能登町役場   １ 

就職（９名） 
 ㈱宗玄        １ 
中日本ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱ １ 
日本郵便㈱北陸支社 １ 

 AGC北陸硝子建材㈱ １ 
㈱サンウェルズ   １ 
㈱プレジール    1 
㈱マツモト     １ 
協和石油販売㈱   １ 

 プリスリゾート㈱  １ 
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 1月1日に地震の被害を受けた本校でしたが、それ以降、多くの方々から支援をいただいております。 

 パンやカップ麺をはじめとするレトルト食品や、温かい毛布などの衣類も、生徒や職員のもとへと届いており、学校活

動をしていく上での大きな支えになっています。 

 その中でも印象深いのが、お昼ご飯を提供してくださる「炊き出し」の方です。遠方からキッチンカーで駆けつけてく

れた方やPTAの皆様、そして今回ご紹介する「旅する料理人」の方々には心より感謝申し上げます。 

 「旅する料理人」の方々は自然を第一に考え、「顔の見える食卓作り」をテーマに、食を通じて全国各地の風土や生産

者の魅力を繋ぐ団体です。 

 代表である三上さんからの講演会やありがとうセレモニーなど、飯田高校生にとって勉強では味わうことができない感

謝の気持ちや食のありがたみ、そして生きる力をいただきました。 

 メニューは、パセリご飯や牛丼など、レトルト食品の生活を強いられていた私たちに自然の恵みを与えるメニューとな

っていて、飯田高校にいる人全員が炊き出しの時間を楽しみにしていました。 

 ありがとうセレモニーでは、各クラスの委員長・副委員長が一言ずつ、三上さんへのお礼と色紙を手渡しし、感謝の気

持ちを述べていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し 

交通安全表彰 

 交通安全活動等を積極的に推進し、顕著な功績があった交通安全優良団体に贈呈される交通安全表彰の贈呈

式が校長室にて執り行われました。 

贈呈式では、珠洲警察署長の吉村様、及び珠洲市交通安全協会副会長の櫻ヶ平様より賞状及び贈呈品が授与

されました。 

吉村様からは、学校として受賞対象となるのは稀であり、今後も学校全体で交通安全に取り組んでいって欲

しいとのお言葉を頂きました。 

ＯＢ・ＯＧの方々を含めた飯田高校に通う生徒のみなさんの日頃からの交通安全に対する高い意識が評価さ

れ、このような賞を受賞することができました。 

生徒のみなさんは、これからも交通ルールをしっかり守って、事故のないように声かけや行動をしていきま

しょう。 
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3 月 22 日（金）に３学期終業式が行われました。校

長先生の訓話を聞き、一年間を振り返りました。今年

度は二度の大きな地震に見舞われ、それによる影響も

未だに残っていますが、来年度は今年度よりも実りあ

る一年になるよう、私達に今できることを精一杯頑張

っていきましょう！ 

谷辰夫氏 訃報について 

 本校の OB でもあり、卒業後も多大な寄付や学校活

動にご協力をいただきました谷辰夫氏が、２月２８日に

お亡くなりになりました。谷辰夫氏は１９６６年、名古

屋工業大学大学院修士課程（電気工学）を修了され、同

年通産省工業技術院電気試験所（現産業技術総合研究

所）に入所。１９７９年、同所エネルギー部太陽エネル

ギー研究室長に就任後、１９８７年には東京理科大学工

学部電気工学科教授をされ、その後諏訪東京理科大学シ

ステム工学部電子システム工学科教授、システム工学部

長、東京理科大学大学院工学研究科教授に着任し、ご活

躍されました。エネルギー工学の第一人者で、人格者で

ありながら母校愛にも溢れ、飯田高校の大いなる発展に

寄与された方です。デジタルサイゲージシステム・プロ

ジェクターワゴン・マークシートリーダー・タブレット

端末・電波時計・製氷機・机拡張器具や全国大会の出場

補助など、私たちの学校生活を長年にわたって支えてく

ださいました。また、昨年度行われた１１０周年記念式

典においても、「過去をふり返り、今を考える」をテー

マに、現在の社会情勢から、研究対象の科学についての

ご講演を通じて、高校生の将来の可能性を広げてくださ

いました。 

此度のご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げます。 

3学期終業式 ４月行事予定 

レクリエーション大会 

 ３月１９日（火）に春期レクリエーション大会が行わ

れ、１、２年生が卓球・バドミントンそれぞれで汗を流

しました。今年は登校できる生徒も少なく、例年通りの

球技大会を開催することが厳しい状況でしたが、少しで

も生徒の楽しい活動の場があればと生徒会が企画し、実

施しました。 

 少しずつ日常が取り戻されてきた中、このような学校

行事もどんどん盛り上げていけると良いですね。 


